
三和図書館

【児童・読み物】
境界のポラリス

中島空　著
　中国にルーツをもつ女子高
生・恵子。自主夜間中学で外
国人の子どもたちに日本語を
教えている幸太郎と出会った
ことで、恵子自身も日本語の
先生に…。外国人生徒たちと
の友情を描く。

出版社･･･講談社

【一般・小説】
君の名前の横顔

河野裕　著
　夫を亡くし、小学生の冬

ふ ゆ

明
あ き

をひとりで育てる愛。父親の
死後、義母の愛と弟の冬明を
見守りながら、家族という関
係に違和感を持つ楓。冬明の
絵具がなくなった日から、現
実が変容し…。血のつながら
ない家族と名前をめぐる物語。

出版社･･･ポプラ社

【絵本】
ことりのおまじない

おおなり修司　文
丸山誠司　絵

　「こ」をとる、ことりのお
ま じ な い 。や ま ね こ か ら

「こ」をとって、やまねにし
たり、こさめから「こ」を
とって、そらからさめをふら
せたり。ことりは「こ」をた
すひみつのおまじないももっ
ていて…。

出版社･･･絵本館

【一般・芸術/美術】
宮廷のデザイン

八條忠基　著
　食器、文具・調度、服飾…。
皇室で受け継がれてきた、み
やびやかでモダンな意匠。有

ゆ う

職
そ く

故実に精通した著者が、江
戸から平成までの御

ご

下
か

賜
し

品
ひ ん

150点以上の由来や文様を写
真とともに紹介した、宮廷の
文様入門。

出版社･･･平凡社

　
平
成
3
年
春
、
古
河
市
に
日
本
で
初

め
て
の
篆て

ん

刻こ
く

専
門
の
美
術
館
が
開
館
し

ま
し
た
。
日
本
の
書
道
人
口
が
減
少
傾

向
と
い
わ
れ
る
今
日
、
篆
刻
美
術
館
は

著
名
な
篆
刻
家
の
作
品
展
示
の
他
に

も
、
小
学
生
古
文
字
書
道
展
や
中
学
生

卒
業
記
念
篆
刻
展
を
開
催
す
る
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
識
字
運
動
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
篆
刻
と
い

う
洗
練
さ
れ
た
芸
術
を
普
及
さ
せ
、
書

道
文
化
が
生
き
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
人
物
、
立た

て

石い
し

光み
つ

司じ

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

中
央
書
壇
で
活
躍

　
立
石
光
司
は
昭
和
2
年
古
河
生
ま
れ

の
書
家
。
同
8
年
6
歳
の
時
、
古
河
の

書
家
で
刻
字
の
発
展
に
貢
献
し
た
大
久

保
翠す

い

洞ど
う

に
師
事
し
て
書
を
学
び
ま
す
。

才
能
は
早
く
か
ら
開
花
し
、
同
18
年
16

歳
で
興
亜
書
道
連
盟
展
に
出
品
し
、
青

少
年
の
部
・
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
。
こ
の
作
品
が
昭
和
の
三
筆
と
い
わ

れ
る
書
家
・
手て

島し
ま

右ゆ
う

卿け
い

の
目
に
留
ま
っ

た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
同
24
年
右
卿

に
師
事
し
ま
す
。
27
年
右
卿
の
創
立
し

た
独
立
書
道
会(

独
立
書
人
団
の
前
身)

の
創
立
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

も
独
立
書
人
団
副
理
事
長
・
事
務
局
長

を
歴
任
、
晩
年
ま
で
組
織
の
中
枢
を
担

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
書
道
会
評
議
員

を
務
め
、
日
本
書
道
専
門
学
校
教
授
、

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
講
師
な
ど
指

導
者
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

古
河
の
文
化
発
展
に
尽
力
　

　
中
央
書
壇
で
精
力
的
に
活
躍
す
る
立

石
氏
で
し
た
が
、
そ
の
生
活
と
活
動
拠

点
は
古
河
に
あ
り
、
地
元
の
文
化
発
展

の
た
め
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
市
内
で

木
工
所
を
営
み
な
が
ら
、
古
河
の
篆
刻

家
生い

く

井い

子し

華か

、
師
の
大
久
保
翠
洞
と
共

に
古
河
地
方
書
人
会
を
設
立
。
古
河
市

文
化
協
会
理
事
長
を
務
め
、
書
道
団
体

鳳ほ
う

龍り
ゅ
う

会か
い

を
設
立
す
る
な
ど
、
市
の
文
化

振
興
と
書
の
普
及
に
お
い
て
指
導
的
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

篆
刻
美
術
館
設
立
の
提
言

　
さ
て
、
平
成
初
頭
、
か
つ
て
文
化
協

会
理
事
長
を
務
め
て
い
た
立
石
光
司

に
、
古
河
市
長
か
ら
次
の
よ
う
な
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
大
正
9
年

建
築
の
市
内
に
残
る
石
蔵
を
、
美
術
館

と
し
て
利
用
保
存
す
る
構
想
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
美
術
館
の
設
置
が
望

ま
し
い
か
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の

と
き
立
石
氏
は
「
篆
刻
」
専
門
の
美
術

館
を
構
想
し
ま
す
。
古
河
は
日
展
評
議

員
・
参
与
を
務
め
た
篆
刻
の
大
家
、
生

井
子
華
が
生
涯
を
過
ご
し
た
ま
ち
で

す
。
篆
刻
作
品
を
収
集
展
示
す
る
こ
と

で
、
古
河
な
ら
で
は
の
美
術
館
に
仕
立

て
た
い
と
願
っ
た
の
で
し
た
。

　
立
石
氏
は
、
晩
年
の
子
華
に
「
一
人

で
も
い
い
か
ら
同
じ
町
の
人
間
に
自
ら

の
篆
刻
作
法
と
心
得
を
伝
え
た
い
」

(
「
日
本
経
済
新
聞
」
平
成
3
年)

と
頼

ま
れ
、
篆
刻
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ

教
え
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
篆
刻
美
術

館
設
立
の
構
想
に
つ
い
て
「
古
河
の
人

間
と
し
て
教
え
を
受
け
た
の
だ
か
ら
、

生
井
先
生
の
思
い
を
古
河
の
人
び
と
に

伝
え
る
の
は
私
の
役
目
と
い
う
気
持
ち

も
あ
っ
た
。」(

同)

と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
提
言
は
す
ぐ
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
氏
は
開
館
ま
で
の
わ
ず
か
な
期

間
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
道
関
係
者
と
相
談

を
重
ね
、
作
品
や
文
献
資
料
収
集
の
た

め
協
力
を
依
頼
し
て
奔
走
。
篆
刻
界
の

ほ
ぼ
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
当
時
国

内
唯
一
の
篆
刻
美
術
館
は
開
館
す
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

古
典
臨
書
か
ら
真
の
書
作
へ

　
古
河
の
書
道
文
化
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
た
立
石
光
司
は
、
自
ら
の
書
作
に

お
い
て
も
研け

ん

鑽さ
ん

を
怠
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。「
臨
書
を
“
行
”
と
し

て
手
習
い
を
し
て
い
く
こ
と
が
書
の
道

で
あ
る
」
と
語
り
、
晩
年
は
創
作
の
基

盤
と
な
る
古
典
臨
書
に
没
頭
し
ま
す
。

多
彩
な
書
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た

が
、
さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
る
矢
先
、

病
に
倒
れ
、
平
成
14
年
、
75
歳
で
世
を

去
り
ま
し
た
。

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員
　
倉
井
直
子

　企
画
展
「
墨ぼ

っ

魂こ
ん

～
書
人
・
立
石
光
司
の

仕
事
」
３
月
19
日
㈯
～
５
月
８
日
㈰

書
と
篆
刻
の
ま
ち
を
つ
く
る

                　
　

 

～
書
人
・
立
石
光
司
の
仕
事
～

▲立石光司　
撮影：猪瀬陽子

　私は将来、動物愛護施設を建て動物の命をできる
だけ救いたいと思います。目標実現の第一歩として、
獣医師免許とトリマーの資格を取ります。
　そのためには、専門学校を卒業した上で、獣医学
部に入らなければなりません。夢の実現のためにも、
基礎学力を高めることが重要だと考えています。し
かし、それは並大抵のことではありません。そのた
め、私の長所である夢を諦めない情熱で、さまざま
な困難に挑戦します。そして、努力を惜しまず生活
し、絶対に夢を叶えます。

動物のために今できること
中村友

ゆ り あ

里杏さん  三和中学校3年生
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